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AIに構成図を
読み込ませてサーバー作成
（Amazon Bedrock）
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1．⾃⼰紹介
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n ⾼橋拓真
所属 : クラウドインテグレーション事業部 構築第七セクション
経歴 : アイレット歴は10ヶ⽉ほど
業務 : インフラ構築~監視導⼊/運⽤(主にAWS)
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nAmazon Bedrock
• Amazon Bedrockの使⽤⽅法を知る

• 構成図からコードを作成できるようになる
• 作成したコードからサーバーを作成できるようになる
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3．Bedrockとは
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• APIを介して基盤モデルを選択できるマネージドサービス
→Amazon Bedrockを経由してAIサービスを利⽤できる

・今回使⽤する基盤モデルはClaude 3 Sonnet
選定理由︓ 画像からテキストとコードへの変換を⾏うため
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nデモ内容
・AWS上に作成予定のリソースがないことを確認
・Claude 3に構成図と指⽰を送信
・作成されたTerraformコードをCloudShell上に展開
・AWS上にリソースが作成されたことを確認 + Webサイト動作確認
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n 前提条件
・構成図を準備(必須) 
・CloudShellでTerraformのインストール(必須)
・AMIを準備(デモでは⾃分で作成したAMIを使⽤)
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n 使⽤する構成図
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>Claude 3 Sonnetは画像からコード⽣成ができる

>曖昧な部分を補完してくれるので、ざっくりとした指⽰でもOK

>より詳細な指⽰ほど精度が上がる
対話形式で必要な情報をAIから質問してもらう⼿法もある


